
地域の構造物の 
維持管理を担う技術者

　　岐阜大学　工学部社会基盤工学科 
　　　　（兼）工学部付属インフラマネジメント技術研究センター 

　　　　　　　　副センター長 
　　　　　　 

小林　孝一



講演の構成
地域の維持管理の課題とは 
地域の技術者に何を求めるのか 
ＭＥとは 
維持管理へのＭＥの貢献の仕組み造り
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地方・地域の技術者には何が求められるのか？

「中央」⇔「地方」 
「地方」で一括りにしていいのか？
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岐阜の特徴（社会資本の課題）
岐阜県は日本の縮図！ 

海抜０ｍから3000ｍ以上まで（でも、海は無い！） 
本州で一番寒い～一番暑い（多治見？） 

岐阜県の道路管理延長 
4,178km（全国10位） 

岐阜県管理の橋梁数（15m以上） 
1,613橋（全国2位） 
2m以上の橋梁数は4,331橋 

岐阜県管理のトンネル延長 
94,467m（全国1位） 
箇所数は168箇所
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岐阜県の凍害危険性
2月の観測点別平年値(1979～2000)

気温
観測点

岐阜県
札幌 旭川 青森

(℃) 六厩 高山 八幡 中津川 岐阜 大垣
平均 -5.1 -1.3 1.0 2.1 4.7 4.8 -3.5 -7.2 -1.1
日最高 -0.1 3.6 6.3 7.5 9.5 8.5 -0.3 -2.7 2.0 
日最低 -11.5 -5.7 -3.1 -2.8 0.5 1.5 -7.2 -12.6 -4.3
日較差 11.4 9.3 9.4 10.3 9.0 7.0 6.9 9.9 6.3

• R158　高山市荘川町六厩(むまや)付近
のコンクリート擁壁に生じた凍害 

• 荘川町六厩(むまや)：1981(昭和56年)2
月28日に-25.4度を記録する。「東海の
旭川」と呼ばれるほど本州でも寒い地域

（浅野幸男 元客員教授作成）�5



2

①道路橋壁高覧に生じたスケーリング劣化
(供用開始後，一冬経過後)

②道路橋地覆部に生じた著しいスケーリン
グ劣化(供用開始後，一冬経過後))

③一般道の中央分離帯に用いられた道路縁
石(2次製品)に生じた著しい劣化(供用開後一
冬経過後)
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1

凍結防止剤による劣化状況(岐阜県内)　

（浅野幸男 元客員教授作成）�6



骨材のASR反応性マップ

調査(試験)期間 
1987(昭和62年)～

1990(平成2年) 

試料の採取場所，数量 
骨材生産工場，約100工場 

試験方法 
ASR化学法及びモルタル

バー法
�7 （浅野幸男 元客員教授作成）



ASRによる劣化状況(飛騨地域)

ASR対策前 ASR対策後 ASR対策後

道路橋橋脚の柱頭部

擁　壁 擁　壁 シェッドの山側擁壁/ASR?

砂防堰堤 砂防堰堤拡大

�8 （浅野幸男 元客員教授作成）



ASRによる劣化状況(岐阜地域)　

跨線橋アバット 跨線橋たて壁正面 跨線橋たて壁側面

鉄道アンダーパス・側壁 側壁拡大
（浅野幸男 元客員教授作成）�9



複合劣化の例
覚明橋

�10
小林他：山間寒冷地におけるRC床版のASRと凍害による複合劣化の事例とその
検証実験，土木学会論文集E2，Vol. 70，No. 3，pp.320-335，2014年7月



ASR（+凍害）
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橋台のASR
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覆蓋水路
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■ＭＥ制度の意義
○岐阜県「地域再生計画」への位置付け 

　　　平成２０年６月に地域再生法第５条１項に基づき、「地域再生計画（社会基盤メンテナ
ンスエキスパートによる地域再生構想）」を申請し、認定 

社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）

出典：岐阜県「地域再生計画」（H１９．６）

○岐阜県の抱える課題
　　　防災対策、道路整備の遅れ、施設の急激な老朽化、土木技術職員の減少、

　　　県内建設業界の疲弊と技術者の減少　

○ＭＥの養成
　　　合理的な維持管理を実現するため、発注者･受注者に高度かつ 

総合的な技術を身につけた人材を養成

安全･安心な県土の保全の実現

○ 地域の物流の円滑化、産業･観光･福祉･教育など地域を支えるすべての活動が安心
して継続的に営まれることを通じて、地域の再生･活性化を目指す

岐阜大学の役割
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ＭＥ養成プログラム
平成20年の「文部科学省科学技術振興調整費　
地域再生人材創出拠点の形成」プログラム採択
を受け，５年間の事業を実施 

 ミッションステートメント: 
５年間の事業期間で総勢100名以上のME
を輩出（発注者側45名，受注者側55名） 
これまで11年間で473名を養成！ 

当初は，長崎大学・土木研究所との人材育成
協力協定　→　現在は拡大
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成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業
地域ニーズに応えるインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム設計

舞鶴高専

山口大学

長崎大学
愛媛大学

岐阜大学

長岡技科大

（平成25～29年度）

海岸・離島

防災

トンネル

塩害
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ＭＥ(Maintenance Expert )に何を求めたか？　　

 社会資本（特に道路）の維持管理技術を習
得し、発注者・受注者の立場を越え、確固た
る高度な技術をもって、地域に密着した貢献
をすることにより、健全な社会資本整備を基
に安全・安心な国民の暮らしを下支えする技
術者集団

�17

• 地域の大切な情報を知って活用できるのは地域の
建設業界 

• 災害時にもっとも重要なのは、地元建設業の初動 



– 高度技術による維持管理 
– 自治体等土木職員と建設関連業界技術者が「技

術」という共通言語で対話できる 
– 「技術」でつながることによる維持管理技術レ

ベルのスパイラルアップ 
– 地域に根付く町医者的な高度維持管理技術者の

広域ネットワーク 

ＭＥ養成（土木技術者のスキルアップ）
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 ＭＥ養成の対象とする人材 
自治体等土木職員：社会基盤整備・維持管理に2 
年以上携わった経験をもつ方 
建設関連業界技術者：社会基盤整備・維持管理の
調査・設計・施工に3 年以上携わった経験を持つ
方 

 ＭＥのミッション 
自治体等土木職員：自治体等において長/中/短期
的な社会基盤の整備・維持管理計画の策定に従事 
建設業界技術者：所属会社やJVにおいて防災・
維持管理業務で主体的な役割を担い、地域建設業
界における工事品質の確保と質の高い技術提案に
努める

�19



1.　ＭＥと同窓会

分類 属性

基本事項
受講時の年齢：30～60歳，実務経験年数：３～40年
学位：専門士、学士～博士など
主たる業務場所：岐阜県内外

業務の経験
施設管理者（国、県、市町、NEXCO）
構造物の設計、施設点検、測量設計
施工管理（国発注工事、県・政令市発注工事、市町発注工事など）

所属母体

国土交通省、県、市町、外郭団体、NEXCO関連企業
建設コンサルタント、点検調査会社、測量設計会社
総合建設業、専門工事業（舗装、構造物の補修補強、斜面防災）
工法メーカー、商社、生コン製造

有資格者の
種類

技術士、ＲＣＣＭ、コンクリート診断士、土木鋼構造物診断士、コン
クリート構造診断士、地すべり防止工事士、土木施工管理技士、防災
士など　
もともと意識が高い人が多いので、維持管理等に関する資格を取得し
ている場合が多い

ＭＥ養成講座受講生の属性

色々な経歴をもった人材が受講する
同じ時間と場所で総合技術を学び、土木技術者としてスキルアップ



MＥの内訳
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その他
5%団体

5%国
3%

市町村
15%

県
15%

コンサルタント
21%

建設業
36%

平成31年1月現在

合計：473名



岐阜大学工学部附属 
インフラマネジメント技術研究センター

岐阜大学大学院履修証明プログラム 
　 

社会基盤メンテナンスエキスパート 
（ＭＥ）養成講座 

履修証明 
（ＭＥ認定試験受験資格）

社会基盤ＭＥ養成ユニット 
運営協議会 

　　 

構成：岐阜大学，岐阜県，国土交通省，　　　 
　　岐阜建設業協会，岐阜県測量設　 

　　計業協会など

※岐阜社会基盤研究所：平成14年設立の産官学連携団体 
　構成：岐阜大学，岐阜県建設研究センター，県建設業協会，県測量設計業協会

4週間の短期集中講座

・ＭＥレベル確保　　　 
・ＭＥ認定試験 
・地域連携　

・ＭＥの活用　　　 
・インフラ管理　 
　支援　

岐阜大学によるＭＥ認定

同窓会「ＭＥの会」 
　・ 技術力向上 
　・ ネットワーク形成 
　・ 社会貢献

✓ 岐阜県・国交省中部地方整備局との連携協定 
✓ インフラ管理・人材育成等の支援・協力関係

講師陣：大学教員，行政職員，建設コンサルタント， 
　　　建設関連業など　全国一線級講師

ＭＥ養成の実施体制



ＭＥ養成講座の内容
 80コマ（4週間）の集中講義 

アセットマネジメント基礎科目（座学）     
社会基盤設計実務（演習主体）             
点検・施工・維持管理実習（フィールド実習主体）  

 全国の著名な専門家による最高レベルの講義 
 発注者/受注者が同じ講義を一緒に受講 

全員が同レベルの技術取得を目指す 
 すべての講義を受講してはじめて、ＭＥ認定試験の受験
資格を得る
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ＭＥ養成講座の概要
 16コマ＝１科目で，以下の全５科目から構成
される． 

「橋梁の設計・トンネル」 
「橋梁の維持管理」 
「地盤と斜面」 
「土構造物と舗装・水道・河川構造物」 
「インフラマネジメント」

�24

切り売りはしない!!



科　　目 内　　容 コマ数
橋 梁 の 設 計 ・ ト ン ネ ル

アセットマネジメント基礎
土木材料の歴史 1

劣化評価モデル（橋梁） 4

社会基盤設計実務
橋梁の設計（補強設計含） 7

トンネル 2
点検・施工・維持管理実習 トンネルの維持管理 2

橋　梁　の　維　持　管　理

アセットマネジメント基礎
アセットマネジメント（橋梁） 2

健全度評価（橋梁） 1
社会基盤設計実務 橋梁の損傷と維持管理 7

点検・施工・維持管理実習 橋梁の維持管理 6
地　　盤　　と　　斜　　面

アセットマネジメント基礎
岐阜県の地質 1

劣化評価モデル（地盤と斜面） 3
社会基盤設計実務 設計一般・自然斜面・落石・浸透 8

点検・施工・維持管理実習 自然斜面・落石の維持管理 2�25



土構造物と舗装・水道・河川構造物
アセットマネジメント基礎 劣化評価モデル（上下水道・河川） 2

社会基盤設計実務

土構造物 5
舗装の設計 1

FEM 2
上下水道・河川の維持管理 2

点検・施工・維持管理実習 盛土・切土，舗装 4
イ ン フ ラ マ ネ ジ メ ン ト

アセットマネジメント基礎

アセットマネジメント 5
ライフサイクルコスト 1
ファイナンシャル 1
リスクマネジメント 1

社会基盤設計実務
法規 1

点検カルテ 1

点検・施工・維持管理実習
ライフサイクルコスト 2
リスクマネジメント 1
アセットマネジメント 3

合　　計 80�26



橋梁系講義の時間割
橋梁の設計・トンネル 橋梁の維持管理

1 橋梁を中心とした構造物の設計基準の変遷 橋梁の維持管理（鋼橋）

2 土木材料の歴史 橋梁の維持管理（床版）

3 橋梁の設計（一般） 橋梁の維持管理（コンクリート橋）

4 橋梁の設計の歴史 健全度評価手法（橋梁構造物）

5 橋梁上部工の設計 鋼橋の損傷と対策

6 橋梁下部工の設計 コンクリート橋の損傷評価

7 橋梁の耐震補強 コンクリート橋への対策

8 劣化モデルと評価手法（コンクリート） 橋梁の補修設計

9 劣化モデルと評価手法（鋼） 橋梁の補修工法

10 劣化モデルと評価手法（床版） 橋梁の点検手法

11 橋梁付属構造物の設計と維持管理
鋼橋の点検の実際12 構造物の基礎工の設計

13 トンネルの設計
コンクリート橋の点検の実際14 トンネルの劣化

15 トンネルの点検と維持管理
橋梁の健全度評価の実際16 トンネルの維持管理の実際
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講義風景
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約30人の少数人数で講義を実施 
１日4コマｘ20日間の集中講義形式



講義内容の一例
当日投影
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フィールド実習

岐阜県や岐阜国道事務
所の協力で，微破壊を
ともなうドリル削孔な
ども実施． 
1日目は「点検」，2日
目は「診断」

�30



フィールド実習の内容
当日投影

�31



概論演習の内容
当日投影



逆に，MEに求めないていない事項は？？

例 
耐震性の照査 
詳細な分析手法のマスター 

「知識」として知っている必要性はある
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「ＭＥの会」：認定者の同窓組織

発注者/受注者、職種、年齢などの壁のない，技術を核
とした人財ネットワーク技術者集団

�34



 県土を5つに
分割した「部
会」で，地域
に密着した活
動を実施

�35

平成31年1月現在

合計：473名

飛騨：72名

岐阜：166名

西濃：65名

中濃：44名

東濃：52名

その他：62名 (県外）12名（休会）
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ＭＥの活躍
• 笹子トンネル事故を契機にした緊急点検 
• ＭＥ，ＭＳ連携事業　―地域への貢献 
• Ｍｙ橋運動　ー独自の地域貢献事業を展開 
• 国や県が主催する各種研修会での講師 
• それぞれの地域における技術的支援
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　ＭＥの地域での活躍　
 目に見える効果（地域からの評価と協力） 

岐阜県 建設工事総合評価における加点項目（技術士と同等） 
国交省 中部地整による施設等管理支援士の受験資格 
中部地整 岐阜国道管理事務所 管内における維持管理業務の
資格要件 

 2016年2月に国交省の「民間資格認定」 
コンクリート橋，鋼橋，トンネルの「点検」「診断」

�40



　岐阜県におけるＭＥの活用

○緊急点検や簡易点検等において、ＭＥに協力を依頼 
○ＭＥの技術力を活かした適切な点検と補修を実施

【トンネル緊急点検】
・平成24年12月2日に発生した中央自動車道笹子トンネル
内での天井板落下事故を受けて、県管理道路のトンネル
緊急点検を実施 

・点検にあたっては、ＭＥにも協力を要請したことにより
早期の点検が可能となった 

　　期間　平成24年12月3日～13日 
　　対象　172箇所（県管理トンネル全て） 
　　結果　51箇所のトンネルにおいて、コンクリート壁面の

ひび割れや漏水、電線のタルミなど維持補修
が必要な箇所を確認

【橋梁簡易点検】
・職員が実施している橋長15ｍ以下の橋梁簡易
点検の一部を、ＭＥに協力依頼 

　　　点検日　平成25年9月7日 
　　　対　象　97箇所 
　　　結　果　要対策橋梁 　31橋 
　　　　　　　経過観察橋梁 25橋  41



○災害発生時は、ＭＥに初期調査を依頼し、技術的な助言等を受
け応急復旧等の工事を実施

ＭＥからの報告書

　岐阜県におけるＭＥの活用

 42



　　ＭＥ・ＭＳ協働事業

・ＭＥとＭＳが協働で点検を実施することで、ＭＳに見る
ポイント等の点検技術支援を行う。 
・ＭＳの方へ活動に対する啓蒙活動 
・現地の事例により具体的な説明が可能 
実施箇所：各土木事務所（１１土木事務所） 
実施時期：１０～２月 
点検対象：小規模橋梁、トンネル等 

ＭＥ・ＭＳと協働で小規模道路施設点検
ＭＥ・ＭＳ協働点検状況

舗装の損傷・陥没等の現場研修

・日常的に損傷が顕在化しやすい点検箇所として橋梁等の具体
的な箇所以外の舗装陥没箇所を点検箇所として実施。
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ＭＥを活用した点検・修繕業務委託工事
ＭＥの高度な技術力を活用し、道路施設の点検から診断、対策工法の提案、補修に至るまでの小規模修
繕を包括的に行うことで、的確な補修の実施と工期の短縮を図るとともに、業務を通じて社会資本の整
備から維持管理を一貫して実施する技術力を身に着けることにより、地域の建設業者を中心とした迅速な
対応を可能とする．

概要：小規模橋梁の点検、診断、工法
提案、補修工事 
対象物：２ｍ以上１５ｍ未満の小規模
橋梁（ボックスカルバート含む） 
委託先　：土木事務所管内の建設業者 
契約方式：単価契約 
ＭＥ活用 ：必ずＭＥが点検し、補修
及び対策工法の提案をＭＥが行う。た
だし、ＭＥが現場代理人や主任技術者
である必要はなく、一次下請までにＭ
Ｅ資格者がいること。（コンサルタン
トＭＥでも可） 
実施規模：全１１土木事務所で実施 

　　　　　

発注者

※従来は、点検、設計、工事を別々に発注し、補修完了まで時間
を要したが、本業務で包括的に発注することにより、工期の短
縮、きめ細やかな対策の実施が可能

単価契約

受注者

※

１
次
下
請
で
も
可

点検

診断

工法提案

補修

点検・修繕業務委託工事の概要

・現場点検費 
・調書、報告作成費 
・断面修復工 
・ひびわれ注入工等

M
Ｅ

（ME）

点検・診断 工法提案・工事 完成

発注者協議・指示

受注者
報告・提案

点検・修繕業務委託工事の流れ
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岐阜県職員の市町村への技術支援 
【岐阜県社会資本メンテナンス相談窓口】

市町村

相談窓口：各土木事務所

相談 助言・ 
情報提供

相談窓口を各土木事務所に設置 
し、県職員のＭＥを主体とした
チームにより、技術支援を行う。

支援体制

１．道路等の施設の維持管理・ 
　　補修に関する技術的な課題 
　　等に対する相談業務 
２．構造物の点検や診断、長寿命 
　　化修繕計画の策定、補修の設 
　　計・施工に関する技術的な内 
　　容とし、技術基準に関する情 
　　報提供や技術的助言を行う。

支援内容
●各土木事務所　副所長（総括リーダー）
土木事務所のMEによる支援チーム。

県庁
●建設政策課技術総括監（県庁統括リーダー）

県庁内のMEによる支援チーム。

学識経験者 
国土交通省

内容が高度・ 
全庁的な場合

高度な助言が 
必要な場合、斡旋
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参考：岐阜県におけるＭＥの活用（県職ＭＥ）



ＭＥ認定者からの評価（修了者からの感想より）

養成講座を通し、大きく考え方が変わったことは、「MEとは何か」という
ことです。「メンテナンス＝修理」というイメージが強く、受講前は、構造
物等の変状に対し、その時点での適切な診断と補修工法を選定できる技術
者であり、しっかり原因究明した上で対策を行えば、それが長寿命化にな
ると考えていました。・・・（中略）・・構造物が将来どの時点でどんな
状態になるかを予想し、その対策も見通せる技術者であると思います。 
実際講座を受講した結果、私が最初に想像していた講座とは違うもので
あった。最初はMEという資格を取得するための講座という意識で受講して
いましたが、講義が進むにつれ、一ヵ月間の様々な立場の仲間と同じ教室
で勉強できたこと、今まで知らなかった知識を得られた事は自分のかけが
えのない財産になったと思っています。しかし、それ以上に自分が得たも
のは、土木に対する姿勢の変化だと感じています。役所に入庁し13年、良
くも悪くも慣れてきた私に、積極的に学ぶ姿勢、チャレンジを行う姿勢、技
術者としてプライドを持って職務に当たる姿勢を教えていただきました。
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ご清聴　ありがとうございました
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